
●駅まち再構築のポイント

●「空間の共有」と「機能の連携イメージ」
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③博多駅

立体都市計画により駅ビル足元に歩行者空間を確保
出典：国交省資料

道路付け替え等により整備された大規模な歩行者空間
出典：福岡市

駅前広場の機能を駅空
間（駅ビル）に確保

用地交換・道路配置変更により
歩行者空間などを創出

【B】 【D】

駅まち再構築
のポイント

課題

【B】駅前広場の交通機能を
駅空間・駅広隣接地区に拡張解決策

• 立体都市計画により、再開発される駅
ビルの1階部分に歩行者空間を確保

• 駅ビルの2階部分に、地区施設に位置
付けられたデッキを整備

課題
九州新幹線の全線開業により利用者増加が見込まれる中、
国際観光都市の玄関にふさわしい空間が不足

• 九州新幹線全線開業へ向けた動きがある中で、駅前空間の混雑に加え「都市の玄関機能」
が不足

【D】用地交換・道路配置変更
により駅前空間を再編解決策

• 交通施設の一部を地下に移設し、地上
も交通施設を集約する形状に道路用地
と鉄道事業者用地を付け替えることに
より、大規模な歩行者空間を創出
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●駅周辺地図

●基礎情報

駅まち再構築 事例集
③博多駅

所在地 福岡県福岡市 自治体人口 159.5万人 (2019年12月）

乗り入れ路線 ６線
・山陽新幹線・九州新幹線
・JR西日本博多南線
・JR九州鹿児島本線、福北

ゆたか線
・福岡市地下鉄空港線
・福岡市地下鉄七隈線

（2022年度開業予定）

乗降客数 46.8万人/日
（国土数値情報 駅別乗降客数

データ2017年度にJR九州の乗
車人員（2018年度）の倍数を
加算）

博多駅
筑紫口駅前広場
（福岡広域都市計画道路3・4・1-42号
博多駅五十川線）
面積：約6,400㎡

JR博多
駅ビル

博多口駅前広場
（福岡広域都市計画道路3・3・1-41号
博多駅六本松線）
面積：約17,600㎡
（うち地下式 約4,400㎡）

広場
（地区施設の広場A）
面積：約1,500㎡

連絡通路
（地区施設の通路２号）
幅員：6m

連絡通路
（地区施設の通路１号）
幅員：20m

その他交通施設（交通広場）
（立体都市計画）
面積：約2,200㎡

凡例 （✔がついているものが該当）

✔

✔

✔

✔

✔

JRJP博多
ビル

KITTE博多
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出典：国土地理院 基盤地図情報

地下車路
（福岡広域都市計画道路３・３・１-41号

博多駅六本松線）

歩行者デッキ
（主要な公共施設 通路A、

地区施設の通路３号）



駅まち再構築 事例集

●駅まち再構築の実現における工夫

■立体都市計画制度を活用し、駅前広場機能を駅ビル敷地で確保した

• 現状の駅前広場面積（都市計画決定区域）を確保しつつ、立体都市計画により駅ビルの足元を
歩行者空間として立体利用することで、まとまった歩行者空間を確保した。

• 駅ビル内に地区施設に位置づけられた通路・広場・デッキが整備され歩行者回遊性が向上した。

③博多駅

出典：博多駅中央街地区地区計画計画図

道路法

敷地権原
JR 福岡市

都決状況

【従前】

【従後】

道路区域指定状況

その他交通施設（交通広場）2,200㎡

地区計画：通路1号 地区計画：通路3号（デッキ）

建築敷地
【従前】

【従後】

駅前広場

建築敷地 駅前広場

【従前】

【従後】

【従前】

【従後】
JR(用地交換による）

※駅広全体では、JR：福岡市=1/2:1/2

地下街

駅前広場（地下）、地下車路

附置義務駐車場

道路に付属する交通広場（駅前広場）

道路に付属する交通広場（駅前広場）
※新たに地下部分も新設

その他交通施設
（交通広場）

※用地交換に伴い、市所有地部分を道路区域に指定

駅前広場と駅ビルの立体利用

地区施設に位置づけられた歩行者空間等
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，地下通路地下街、地下通路

附置義務駐車場

駅前広場（地下）



駅まち再構築 事例集

●駅まち再構築の実現における工夫

■道路付替により、使い勝手のよい交通施設と大規模な歩行者空間を実現した

③博多駅

事業の概要

• 交通施設の一部を地下に移設し、地上も交通施設を集約する形状に道路の付け替えを行った結
果、まとまった歩行者空間の確保と、より効率的な交通施設への再整備を実現した。

街路事業（福岡広域都市計画道路3・3・1-41号博多駅六本松線）

整備内容 一般車乗降場、タクシーの交通広場
地下区間の活用や道路区域（市有地）付け替えにより歩行者空間の拡充
大屋根や、緑陰空間の整備

整備主体 福岡市・九州旅客鉄道株式会社

管理主体 福岡市・九州旅客鉄道株式会社

ＪＲ博多駅ビル整備事業

整備内容 駅ビルの再整備
駅前広場機能の一部を担う歩行者空間の整備
敷地内の歩行者通路等（地区施設）の整備

整備主体 九州旅客鉄道株式会社

管理主体 九州旅客鉄道株式会社
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タクシー
４８台

博多駅

博多駅

※交通施設の一部を地下レベルへ.

タクシー
25台

タクシー
72台

マイカー
60台

憩い・賑わい空間

再整備前

再整備後
地上部に憩い・にぎわい空間を創出



●駅まち再構築の経緯

駅まち再構築 事例集
③博多駅

経緯

37

年度

上位計画

都市計画

事業

2000 2004

JR駅ビル

2006 20102008

九州新幹線
博多駅工事

九州新幹線一時開業
駅工事の追加認可

交通対策会議
駅前広場再整備等検討会

駅前広場
再整備

デザインプラン案確定

2012 2014

JRJP博多ビル
KITTE博多

2016 2018

博多コネクテッド始動

● ●

博多駅中央街地区地区計画
都市計画変更

●

都市再生緊急
整備地域指定

●

都市計画
マスタープラン

着工 竣工

着工

竣工

供用開始

着工

2002

• 九州新幹線全線開業を契機としたJR九州による駅ビルの再整備とあわせて、駅及び駅周辺の
再編について検討が開始され、都市再生緊急整備地域方針を前提としながら、駅前広場の都市
計画変更を行った。

• 駅前広場の都市計画変更及び博多駅中央街区地区地区計画の都市計画決定により，駅前広場の
概形を担保した上で、博多駅前広場等再整備検討会の中でデザインプラン案を検討し、具体の
空間性やデザインの検討を深めている。

• 博多駅中央街地区地区計画の都市計画変更により，博多駅南西ゾーンにおいては市独自の容積
率緩和制度を適用した上で，「KITTE博多」や「JRJP博多ビル」等の民間開発にあわせ地下
通路や2階デッキが整備され，賑わいの創出と回遊性の向上が図られている。

• 2019年1月からは，規制緩和により民間ビル建替え等を誘導し，博多駅の賑わいと活力をさ
らに周辺につなげていく「博多コネクティッド」が始動している。

全線開業

駅周辺の交通円滑化をふまえた基本的な方向性について検討
●会議メンバー ： 警察，福岡市，JR九州
●主な検討結果 ： 地下車路ルートの決定

■交通対策会議

駅前広場の基本レイアウト案について検討
●会議メンバー ： 交通事業者，警察，福岡市，JR九州
●主な検討結果 ： 交通機能（バス・タクシー）の規模や配置

■駅前広場再整備プレ検討会

駅前広場の都市空間・景観づくりについて検討
●会議メンバー ： 地域団体，周辺企業，専門家，福岡市，JR九州
●主な検討結果 ： 駅前広場のデザイン

■駅前広場等再整備検討会

再整備計画検討の流れ

博多口駅前広場
都市計画変更

博多駅中央街地区地区計画
都市計画決定
●



●上位計画
③博多駅

駅まち再構築 事例集

■都市再生緊急整備地域方針（2004）
• 都市再生緊急整備地域への指定にあたり、整備の方針を位置づけている。

（博多駅周辺地区）

博多駅ビルや交通広場の再整備による先導的な都市拠点を中心として、周辺地域において、建築物
等の建替更新による防災性を備えた高次の業務・商業の集積地を形成するとともに、業務・居住等の
支援機能が適切に調和した多様な都市機能の集積地を形成

○業務・商業・交流・情報発信など、質の高い都市機能を強化
○人々が憩い、交流できる快適な市街地を形成するため、交通結節機能、歩行者交通機能を強化
○駅周辺の回遊性確保や円滑な交通処理に資する交通結節機能の強化

○天神・渡辺通地区とのアクセス機能の強化

○鉄道、バス等交通機関相互の円滑な動線確保等による交通結節機能の拡充と、駅前広場の機能
の再編・再整備

○多様な交通機能の集積を生かした駅周辺の回遊性向上に資する地上・地下歩行者ネットワークの
充実・強化

○公共用地を効果的に活用しながら、更新期を迎えた公共施設の建替更新を図り、都市基盤、都市
機能の強化を図り、その継続性確保を促進

○駅や公園等の公共空間において、災害時に帰宅困難者や被災者が一時的に避難・待避できる機
能の強化

○地下鉄七隈線の延伸（天神南～博多）
○公共用地を活用し、魅力ある都市機能の強化に資する都市開発事業を促進

○博多駅再整備に伴い整備された上空デッキを主軸として、地上・地下歩行者ネットワーク形成に資
する都市開発事業を促進

○エリアマネジメント組織と連携を図りながら、ハード・ソフトが一体となり都市機能を強化するととも
にその継続性確保を推進
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地域整備方針（2012年改定）



コラム

駅まち再構築 事例集

駅前広場内の空間（大屋根広場）の活用について

• 博多駅博多口駅前広場内の「賑わい・交流空間」には大屋根が架けられ、約826㎡の空間が
イベント等に活用されている。

• 隣接する駅ビル事業者であるJR博多シティが運営を行っている。

• 広場利用にあたっては、行政が推進する施策、企業による社会貢献活動等をＰＲするなどの公
益的な内容を取り入れることとされている。

③博多駅

2020.5現在
出典：JR博多シティ「賑わい交流空間使用要項」

位置図 賑わい交流空間

イベントの内容例

使用条件

駅前広場内の空間（大屋根広場）の管理・運営
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